
 

 

 

 

 

 

 

始業式に，漢字辞典を持って行き，この辞典で最初に出てくる漢字は何かと子供たちにたずねました。 

答えは，「一」です。１年生で習う漢字です。漢字は簡単ですが，辞書を見ると「一」にはいろいろな意味

があります。「ひとつ」という意味はもちろんですが，他にも「もっとも優れている，ならぶ者がない」という意

味もあります。「一流」という熟語での「一」の意味がそれです。また，「一式」のような使い方をすれば，「一」

は「まとめて，全部」という意味になります。簡単でありながら意味は広く深いのです。不思議な漢字です。 

  さて，「一」の後に漢字一文字をつけて，一学期の始業式にぴったりの熟語をつくるとしたら，子供たちは

どんな漢字をつけたすでしょうか。私は「歩」を選んでみました。「一」と合わせて「一歩」です。 

  「最初の一歩を踏み出す」という目標もあれば，「一日一歩前に進む」という目標もあるでしょう。一人が

一歩進めば，学校全体で５２２歩の大きな前進となります。それぞれの一歩を大切にしてほしいと思います。

そんな願いをこめて，始業式の話をしました。 

 

 ここ４年間の入学式は代表の６年生数名だけしか参加できませんでした。コロナ禍が明け，やっと６年生み

んなで１年生を迎えることができました。優しく頼りがいのある６年生のお兄さん・お姉さんの姿を見て，一年

生のみんなも安心したと思います。 

 

 

 

 

前日準備の様子 

６年生が力を合わせて，会場

の準備や校内の清掃を行い

ました。１年生をあたたかく

迎えたいという気持ちが伝

わっている働きぶりでした。 

入学式当日の様子① 

１年生と６年生が手をつないで入場しました。 

入学式当日の様子② 

代表児童が，学校の様

子や行事についてわか

りやすく伝えました。 

入学式当日の様子③ 

１年生の話を聞く態度も立派で，厳粛な中にもあたたかみのあ

る入学式となりました。 


